






















事例として、玉元宮の中元普渡と三峽祖師の誕生日に行われた神豬比賽 ( 神豚試合 ) を取り上げた。
Taiwanese Folk Tradition of Animal Sacrifice
―Focusing on Pigs―
Abstract：Festivals are a common cultural phenomenon and a classic topic of study in human 
societies. The religious offerings this paper discusses have been studied in numerous contexts. 
The practice of using animals as an offering, or animal sacrifice, is often accompanied by a sense 
of guilt as it involves the killing of animals.
Similar to the word “kugi ,” or sacrificial ritual, is the Japanese “kuyo” , which means “making 
an offering.” In the past, some cultures made human sacrifices with human beings offered up as 
the object of sacrifice instead of animals. 
With the development of agricultural civilizations, people’s perceptions of pigs underwent 
various changes. Some notable studies on pigs include research on pig gods or holy pigs, as well 
as a study that focuses on the kanji for pig, “tun” and explores the symbolic meaning of hogs 
through analyzing the elements comprising this kanji, namely “jia” and “zhong.” The study of the 
kanji for pig discusses life and death, while the research on pig gods probes how they are 
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worshipped and feared. People’s views on pigs differ from culture to culture. Many of the holy 
pig studies examine pigs as a sacrificial offering.  
The topic of this paper is the unique Taiwanese tradition of the Pig God competition. This is a 
long-standing festival in which fattened pigs are judged on their weight and appearance, and 
later dismembered and displayed. Few studies on the Pig God competition exist, and research 
focusing on the aspect of animal sacrifice or studies that regard the event as an example of folk 
tradition are rare. 
This paper aims to shed light on the subjects and background of animal sacrifice practices in 
Taiwan. As a case study, the paper discusses the Pig God contests held at yuyuangong temple 
during Ghost Month and the contest held on the birthday of the Buddhist monk Master 
Qingshui.
はじめに
林衡道は、「台湾には、夥しい廟がある。民國 48 年の調査によると、登記された廟は 4,820 カ所となっ
ている。諸神は約 240 種類ある。これを分類すると、霊魂崇拝は 190 種類で、残りは大概自然崇拝
である。天公、土地公、大樹公、石頭公、玄天上帝、文昌帝君などは自然崇拝である。王爺、關公、
岳飛などは大概霊魂崇拝である」( 林…2015:94-95　筆者訳 ) と述べている。…
多くの廟の中で、本論が取り上げたのは霄裡玉元宮と三峽祖師廟である。玉元宮の旧名は、三元宮
である。1922( 大正 11) 年、三官大帝を供奉する三元宮という名前に玉皇大帝を加え、玉元宮と改名
した。台湾桃園市八徳区長興路の霄裡区にある。一方、三峽長福巖清水祖師廟では、福建省泉州府安
溪県の源泉である清水巖の清水祖師 ( いわゆる蓬萊祖師 ) を祀っている。この二つの廟で注目される
のは、神豬比賽 ( 神豚試合 ) である。神豚試合とは巨大に太らせた豚を解体し展示するもので、その
重さや姿を競い合う伝統的な祭りである。玉元宮では旧暦 7 月 15 日の中元節が、三峽長福巖清水祖
師廟では旧暦 1 月 6 日の三峽祖師の誕生日が重要な日となっている。そこで、筆者はその時期に合わ
せて、2019 年 8 月 8 ～ 22 日、2020 年 1 月 25 日～ 2 月 6 日の 2 回にわたり玉元宮と三峽祖師廟を訪れ、











































図 1 は桃園県八徳市行政区図である。図 2 は道教の廟である。目印を付けた場所が霄裡玉元宮であ
る。霄裡玉元宮は、桃園県八徳市の西南にある。八徳区は桃園市東北部、桃園台地の東北端に位置し
ている。東は新北市鶯歌区、西は中壢区、南は大渓区、北は桃園区、西南は平鎮区とそれぞれ接して
いる。東西は 6,760m、南北は 8,460m となっており、西側は比較的開けている。桃園市で最小面積の











3）。新北市には 29 の区があり、その中の一つである三峽区は、市の西南部に位置する（図 4）。三峽
区は桃園県に接している（図 3）。図 5 の目印を付けた場所が、三峽祖師廟である…。
図 2…道教の廟図 1 桃園縣八徳市行政区図
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9 月1日～ 9 月9日…三界に
感謝する；
12 月に完斗 ( 完斗を祈る)
八徳市大興里 17
鄰城仔 4 号














1 月15日に上元節 ( 天官
大帝の聖誕 )…；












































































鄰仁和街 211 巷 1
弄 18 号




寺廟の名称 建廟時期（台湾の暦） 主祀の神仏 配祀の神仏 組織
イベント
（旧暦） アドレス
福興宮 天上聖母 同上 八徳市高城里高











同上 3 月3日 八徳市大強里東
勇街 490 巷 72 号
天后宮 民国 70(1981)
年に建てる

























大湳福成宮 福徳正神 同上 八徳市大成里 27
鄰広福路 93 巷 61
号
永興宮 財神爺 同上 八徳市大興里城





























2月19日 1月15日 上元天官大帝の誕生日―元宵節 祈亀活動
夜8時開始…康楽活動
5月13日 4月9日 夏斗 法会―平安麺




9月7日 8月9日 秋斗 法会―平安麺
9月13日 8月15日 平安歲―中秋節 梨園公演



















中秋節（旧暦８月 15 日）の祭祀は、年に 1 回である。五斗星神（旧暦 12 月 9 日）に感謝する祭祀




























)。儒教の「孝」という教義は、仏教に関わる 7 月 15 日の「盂蘭盆節」と道教の「中元節」
を融合させたものであろう。台湾では 7 月は「鬼月」である。7 月 1 日を「開鬼門」とし、30 日を「関










(4) 神豬比賽 ( 神豚試合 ) 






















解釈がある。a) 神そのもの　b) 平凡ではないこと。不思議なこと。特別に珍しいこと。c) 思考力　d)



















中元節（旧暦 7 月 15 日）の半月前に村民会を開き、神豚試合に参加する人の申し込みを受ける。旧
暦 7 月 14 日の朝に監督者（玉元宮で働く人）と 10 ～ 20 人の壮丁が一緒に申し込んだ人の家に行き、
秤量する。神豚を飾る前に屠畜する。神豚を屠畜する前に天公に報告する儀式を行い、神豚に最後の
えさを食べさせて屠畜する。次に、玉元宮の神豚試合を説明する。…
2019 年（民国 108 年）旧暦 7 月 15 日の玉元宮中元節の神豚試合に申し込んだ人は劉福林、何煥喜、







図 10 袁家の豚舎 図 11 秤量する前の豚 図 12 劉家の豚になる















り分けることである。一等奨の神豚（図 26）と二等奨の神豚 ( 図 27) には、普渡の用品が供えられ
ている。普渡する場所の平面図は図 28 のとおりである。
図 16 豚を飾る図 15 豚を載せる鉄柱
図 18 歌曲の舞台図 17 劇の舞台
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台湾における動物供犠の民俗
図 19 ポールダンスの舞台 図 20 普渡の場所
図 22 普渡の洗面器図 21 普渡の供物
図 23 普渡の化粧用品
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Ⅳ……三峽祖師廟における神豬比賽 ( 神豚試合 ) の事例…
(1) 三峽祖師廟の歴史 
三峽祖師廟の主な歴史を、図 29 にまとめた。三峽長福巖清水祖師廟には、福建省泉州府安溪県の







応じた。民国 26(1937) 年、中日戦争が始まる。日本軍は軍隊の資金が不足し、民国 27(1938) 年に三
峽街長の小林堪藏が廟の財産管理を強引に奪い取る。台湾側は、白蟻被害にあった長福巖を再建する
よう要求する。しかし、廟の財産を日本人が管理していたことや、皇民化政策のため再建は先延ばし













➀虎門庁 (tiger…gate)…➋三川門…➁拜殿 (front…hall)…➂龍門庁 (dragon…gate)…➃太陽神殿 (sun…hall)…➄東廂房 (east…wing…room)…














































































三峽長称巖祖師廟における言い伝えは、こうである。崇信釈氏有恒 ( 是非仏教を信仰とする ) と教え

















時期 ( 旧暦 ) イベント
1 月5日23 時 三峽祖師誕生日の祭典および三献礼 ( 供物を三峽祖師に捧げる)
1 月6日 三峽祖師誕生日の祭典および神豬比賽 ( 神豚試合 )
1 月9日 安奉太歳祈福 (「安太歳」福を祈る)
1 月13日 祈安植福礼斗法会 ( 福を植える)
2 月3日 安奉文昌祈福科儀 (「安文昌帝君」…( 学問や科挙の神 ))
5 月6日 清水祖師成道…誼子女換串科儀
7 月14日～ 15日 慶讃中元，放水灯遊行及普渡祭典科儀 (7 月15日に中元節 )
8 月14日～ 18日 恭迎保儀大夫尊王科儀 ( 保儀大夫尊王を迎える)
10 月9日～ 15日 祈安植福礼斗法会 ( 福を植える)
12 月24日 叩謝文昌，太歳科儀 ( 文昌帝君と太歳に感謝すること)
12 月大晦日 焼頭爐香科儀 ( 新年初めに焼香する)
12 月大晦日に、新年初めの焼香をする。1 月 9 日に、「安太歳」( 福を祈る ) を、1 月 13 日には祈
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安植福礼斗法会 ( 福を植える ) をそれぞれ行う。2 月 3 日には「安文昌帝君」( 学問や科挙の神 ) に
祈る。5 月 6 日は清水祖師が成道した日で「子女換串科儀」( 子女が無事に成人式まで成長すること
を願う ) が行われている。旧暦 7 月 15 日には、中元節の祭祀を行う。8 月 14 ～ 18 日に保儀大夫尊
王を迎える祭祀を行う。10 月 9 ～ 15 日に祈安植福礼斗法会 ( 福を植える )…を行う。12 月 24 日に叩
謝文昌、太歳科儀が行われる。祖師公に関する祭祀は、年 3 回行われる。三峽祖師廟で旧暦 1 月 6 日
に行われる祭祀は、三峽祖師の誕生日である。これらの三峽祖師廟の年中行事は、道教の儀式である
と考えられている。次に、旧暦 1 月 6 日に行われる祭祀の中の、神豬比賽 ( 神豚試合 ) について説明
していく。
(5) 三峽祖師廟の神豬比賽 ( 神豚試合 )
神豬比賽 ( 神豚試合 ) には三つの手順がある。申し込み、秤量、飾ることである。三峽祖師廟の神
豬比賽 ( 神豚試合 )…をみてみよう。旧暦 12 月 1 日、神豬比賽 ( 神豚試合 ) の参加を、三峽祖師廟に
申し込む。12 月 11 日、神豬比賽 ( 神豚試合 ) に関する打ち合わせ会議が行われる。12 月 17、18 日
の 2 日間で豚の秤量を行う。旧暦 1 月 5 日午前 10 時に授賞式が始まり、10 時 45 分に授賞式が終わる。
入賞した人々は、各自の家に帰る。そこで、祖師公と天公に線香をあげ、手伝ってくれた人たちにご
馳走を振る舞う。午後、神豚を屠畜する前に天公に報告する儀式を行う。神豚に最後のえさを食べさ
せ屠畜する。次に、旧暦 1 月 5 日に行われる三峽祖師の神豬比賽 ( 神豚試合 )…の準備を説明する。特
等奨を得た神豚を例とする。
図 32 授賞式を行う 図 33 家に帰る 図 34 祖師公に報告する
図 35 天公に報告する 図 36 天公に報告する ( 屠畜業者 ) 図 37 人々に供宴する ( 屠畜業者 )
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台湾における動物供犠の民俗
図 38 屠畜する前の神豚 図 39 最後のえさを与える 図 40 死に直面する
図 42 作業を行う図 41 神豚の血 図 43 お酒と塩をまく










なす（図 37）。図 38 は屠畜する前の神豚である。入賞した人は、神豚に別れのえさを与える（図
39）。神豚は死に直面する（図 40）。屠畜された神豚は、血を流す（図 41）。飾る前に、ある作業を




以上が ( 旧暦 )1 月 5 日に行われる三峽祖師の神豬比賽 ( 神豚試合 )…の準備である。次に、旧暦 1
月 6 日に行われる三峽祖師の神豬比賽 ( 神豚試合 ) 当日について説明する。祖師公の誕生日である。…
図 47 鶏と鴨の血 図 48 調理する





図 52 爐主の神豚 図 53 特等の神豚 図 54 農協の神豚
図 55 神豚のランキング
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2020( 民国 109) 年の受賞者は 8 人である（図 49）。正爐主（図 50）は 1 人で、副爐主は７人いる。
遶境 ( 廟を巡って遊行すること ) の路線を、図 51 の太い線で示した。遶境の順番は、正爐主の神豚、
副爐主の神豚、特等神豚の順に行う。旧暦 1 月 6 日 8 時、三峽復興路民生の交差点に集合して遊行す
る。9 時に三峽祖師廟の広場に立ち入る。遶境は、まず爐主の神豚（図 52）の所に行く。最後は、特
等の神豚（図 53）に行く。そのほか農協の神豚（図 54）の紙豚がある。神豚のランキングを図 55
図 56 交願儀式 図 57 神豚の毛 図 58 神豚を販売する
図 59 神豚を販売する 図 60 神豚を販売する 図 61 完売する神豚




側に置く。左側から大きな神豚を置き、順に特等の神豚を並べる。午後 2 時に、道士は交願 ( 願望が
かなったことを神に報告する ) の儀式（図 56）を行う。交願の儀式を行ってから、神豚の毛を信者
たちに配る（図 57）。神豚の毛をもらうことは好運をもらうことを意味する。もらった神豚の毛は、




以上が、廟の外で行われる神豬比賽 ( 神豚試合 ) である。次に、供物について説明しよう。左側に
は素食（菜食）の供物（図 62）が、中央には陳家の供物（図 63）がある。順に供物を神に捧げる。
神豚の様子は図 64 のようである。毎年、正爐主と副爐主たちは神豚を買い、神に捧げる。そして、
正爐主や副爐主、神豬比賽 ( 神豚試合 ) に参加する人々が、輪番制で行う。写真の順は、神豬比賽 ( 神
豚試合 ) の流れの順になっている。
神豬比賽 ( 神豚試合 ) は、この祭礼の本来の目的ではない。三峽祖師廟に拜拜 ( 三峽祖師廟に拝む
こと ) することが、三峽と鶯歌の人々の目的である。拝する人数が多いため、7 股 (7 組 ) に分けら
れている。それでも、神豚を捧げる前後には、問題が発生する。公平に捧げるようにと神豚の重さで
決める提案がなされている。2020 年には、神豚が減ったため奨励制度を設けた。これは、動物保護





























崇信釈氏有恒 ( 是非仏教を信仰とする ) と教えられる祖師公の子孫が将士を率いて朱元











以上のように、玉元宮の中元普渡と三峽祖師の誕生日に行われた神豬比賽 ( 神豚試合 ) の事例を取
り上げた。玉元宮の中元普渡という概念は道教、儒教、仏教が融合したものであることを明らかにし
た。神豚を、午前中は祖先に捧げ、午後は好兄弟（孤魂野鬼）に供える。三峽祖師公の誕生日に行わ
れる神豬比賽 ( 神豚試合 ) は、元来、山霊を奉祀するものであった。つまり、神豬は三峽祖師公に捧
げるものではなく、山霊に供えるものであった。

























さを計量する単位と比べてみる。まず、重さの単位である。一般に、1 斤を 160 匁（もんめ）とし、尺貫法で
は 1 斤＝ 160 匁＝ 600 グラムとされる。このほか、時代・対象品目の違いにより伝統的に行われた標準を異
とするものに、大和目（180 匁）・大目（200 匁）・白目（230 匁）・山目（250 匁）がある。また舶来品に対す
るものは 1 斤を英国の 1 ポンド（453.6 グラム）にほぼ等しい 120 匁とした。次に、食パンの単位である。












1 斤＝ 1 台斤＝ 600g ＝ 0.6kg
1 公斤＝ 1000g ＝ 1kg
中国で重さを軽量するときに使う単位と単位換算
1 斤＝ 500g ＝ 0.5kg













甲大普渡を事例として―」『紀要』ノートルダム清心女子大学 Vol.31…No.1( 通巻第 42 号 )…
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